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明治初期東京語の否定表現体系

一響安愚楽鍋』における

　　　「ない」「ねえ」「ぬ」「ん」の用法一

飛　田　良　文

1　はじめに

2　存在・指定・状態の否定表現体系（形容詞の場合）

2－1　形容詞「ない」「ねえ」の実態

2－2　形容詞「ない」「ねえ」の否定表現体系

3　動作の否定表現体系（助動詞の場合）
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助動詞「ない」「ねえ」の実態

助動詞rない」「ねえ」の否定表現体系

助動詞「ぬ」「ん」の実態

助動詞「ぬ」「ん」の否定表現体系

助動詞「ない」「ねえ」と「ぬ」「ん」との閣係

1．はじめに

　明治初期東京語の否定表現には，形容詞「ない」と助動詞「ない」「ぬ」に代

表される否定語が使われている。そして，形容詞の「ない」は，たとえば，　「手

本がない（ある）」「清潔でない（ある）」「寒くない（寒い）」のように，存

在・指定・状態を否定し，助動詞の「ない」「ぬ」は，たとえば，「行かない

（行く）」　「帰らぬ（帰る）」のように動作を否定する。しかも，　「ない」は

終止形・連体形の連母音が長音化してfねえ」となり，　「ぬ」も母音が無声化

して「ん」となり，「ない」　「ぬ」と並行して使用されている。そこで，存在・

指定・状態の否定表現体系と動作の否定衷現体系はどのようなものであったか，

終止形・連体形の「ない」と「ねえ」，「ぬ」と「ん」の馬法を手がかりとし

て，その実態を明らかにしてみたいと思う。いいかえれば，第一に，存在・指
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定・状態の否定表現は，「ない」とfねえ」がどのように使い分けられていた

か，第二に，動作の否定表現は「ない」と「ねえ」がどのように使い分けられ，

また，「ぬ」と「ん」はどのように使い分けられていたか，さらに，「ない・ね

え」と「ぬ・ん」とはどのような関係にあったかを明らかにしたいと思う。そ

して，終止形に，また連体形に，二つ以上の否定語が存在しえた理由とその必

然性を考えてみたいと思う。

　そこで，江戸時代から東京時代への過渡期にあたり，まだ身分意識が残って

いた明治初期東京語を反映している仮名壇魯文のぎ安愚楽鍋』（明治4～5年刊）を

資料として，下接語の種類，待遇閣係，話し手の身分・職業・性別，活用体系

などの観点から，明治初期東京語の否定表現体系の実態を明らかにしてみたい

と思う。

　馨安愚四丁』に登場する人物は，身分・職業が武士・職人・商人・遊女など

広範囲にわたる点に特色がある。ただ，すべての人物が東京（江戸）’生まれと

は限らないが，大都市の入口は絶えず流動しているので，全人物を考察の対象

とした。主要な笹垣人物は，およそ次の通りである。

〔男〕

士40才ぐらい。そうがみ。いずれの旧藩かの公用方。

翻武士　30才ぐちい。くさたばね。そうがみ。

職人　　40才ぐらい。大工か左官らしき風俗。

町人　　40才ぐらい。町人てい。いぜん公用方に出入の町入。

商法個　31～32才ぐらい。あきうど。一ミニウトをあらそう商法家。

生文人　31～32才ぐらい。書画会連中。見識は轟柱とともに高い。

藪医者　あんまあがりのデモ医者。野だいこ九郎。

あくぬけした人物　34～35才。困循家。IHes家。

i新聞旧きの男　にわかざんぎりの西洋ごしらえ。

西洋努きの男　34～35才ぐらい。なでつけかそうはつにでもなるところ。

文盲の男　40オぐらい。居じょくていの男。毎晩軍談の席につめかける常連。

車夫　　人力車の車夫。八公。

芝居者　留公。
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落語家　22～23才。

野繋間　32～33才。のづ八。のだいこ。口をつぼめて物を言うくせあり。

なまけものの男　24～25才。いちように結い，円朝、まがい。

〔女）

娼妓　　24～25才。田町あたりへたちのきたる，まじりみせのおいらん。

歌妓　　28～29才。町芸者。いぜんは，けんばんの下地っ子。

茶店女　20才ぐらい。ころ。

それしゃあがり　5◎才にちかい。ひき。八百屋半兵衛の母と遺手のおよくと仲

　　　　居の万野と合併したようなしらばけ婆ア。

　なお，『安愚楽鍋」の底本には，国立国会図書館蔵本を使用した。

2．存在・指定・状態の否定表現体系一形容詞の場合一

　　2一一1　形容隅「ない」　「ねえ」の爽態

　f安愚楽鍋』における形容詞の否定語には「ない（なし）」「ねえ」がある。

古語形のナシをナイと一括して扱うと，「ない」は未然形（ナク），連用形（ナ

カッ・ナク），終止形（ナイ・ナシ），連体形（ナィ），仮定形（ナケレ）の五活

用形に活用し，「ねえjは終止形（ネエ），連体形（ネェ）の二活駕形がある。

そこで，（1）ナイ系，（2）ネ二三の順に，活用形別，下接語別，話し手別にみてい

くことにしよう。用例は原則として男から女，男は士農工商その他の順とする。

また，話し手と聞き手の右の数字は使用度数薦例の右の（）内は編丁行を

示す。

　（1）ナイ系

未然形

〈ナクバ〉

〔藪医者の独語）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　てう　じ　たて　まくらきん　　　　ニ　つつ
○枕金の小釣をとるかさもなくバ人力車の二挺仕立で吉原へでも（三上21オ6）

連用形

〈ナカッタ〉

〔車夫→同僚）1
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　　　　　　　　　　　　し　ごと○きのふほどほねのをれた仕事ハなかったヨ（二下12ウ7）

〈ナク〉

〔士→細入〕3

0かるいi量いもとんちゃくなく楚産のしるしでありさへすれバ（二下17ウ1）

○姦畿覇銭犬レ菱て大きいちひさい直矯なく緩諺があれバ（二下17オ6）

　こめ　　　たか　　　　　　　が

○米が貴いとて餓死するものもなくさけがたくとも（二下18オ1）

〔町人→士〕1
　てっせん　　　　ほか　　　　　　　　　　　　　　ぶんきう　　　や　　　　　　　　　　　と

○二二より余やるものがなく文久を与れバつりを取りますが（二下20ウ2）

〔藪医者の独語）1

0呈声でも辛声でもゑりきらひなくmをかけてやツた箋媛と答群して（三上21オ1）

〔新聞好きの男→愚助〕1

0混齢二子慧鍵となく舗籔がおひらきになツて（三下15ウ4）

〈ナクッテ〉

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0よく〉見るとうしじゃアなくッて皐農のお藁手だらうじゃアないか（二下2ウ4）

〔馬→牛〕1

0うしハものをつみはこびをするけものじゃアなくッてひとのくいものになるものだ

　（三上7オ11）

〈ナクテ〉

〔町人→士〕1

0曇に管守競でなくては養があけませぬ（二二22ウ1）

〈ナクッチャア〉

〔芝居者→旦那〕1
　にんげん　　はら　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

○入間ハ腹がよくなくツちやア人ハつかはれやせん（三上13ウ8＞

終距形

〈ナイ〉

（士→町人〕3
　と　れ　ほど

○如何程のこともない（二下17ウ7）
　　　　さ　かい　　　ぺん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちが

○一ツの器械で便ずるやうにひらけるにハ疑ひない（二下21オ8）
　　　　とうけい
○それに東京ばかりちやない（目下22オ1）

〔野轄間（のづ八）→客〕1
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○きのふやけふのことじやないツ（初17オ2）

〔茶：店女（ころ〉→それしゃあがり（ひき）〕1

0牛をたべるのハしらうとじゃアない（三下10ウ7）

（それしゃあがり→茶店女〕2
　ほ　たん　　　　もミぢ　　　　　　　　　　　　　くマリ

○牡丹や紅葉ハあンまり薬ぢやアない（三下4オ3）

○そんなにわるくおい・でない（三下12オ3）

〈ナイガ〉

（士→町人）1

0撰などが浅穂に雰ることでハないが護苓韮籏芳が策輩荏虐になられたとて（二下21

　オ1）

（娼妓→茶屋の女中（おはね）〕1
　　　　　　　　　　　　　と　こ　　　ちよ　　　　　　　　　　　　　　　　ろ　しゅ○わるくいふのじやアないが何処の女郎衆だつて（二上13オ4）

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

　　　　　　　　　　　　　　　たち○じまんじゃアないが由のねへさん達が（三下9オ8）

〈ナイカラ〉

〔藪医者の独語〕2

0箆i毛へもおツ符くことでハないからい・かげんなごまかしをいッて（三上18ウ6）

○簗名ばかり簡に誉とこうもないから霧象へまねかれて（三上19オ8）

（それしゃあがり一→茶店女（ころ）〕1

0鷺に登をやるとしでもないからお響なんぞの（三下2オ5）

〈ナイシ〉

〔あくぬけした男→友先生）1

0建ハこのあたりにかくれもないし藩晃ハ（二上17オ3）

〈ナイテ〉

（士→町人〕1

0よく思ヘバ謡イのでないテ（垣下17オ5）

〔藪医者の独語〕1

0二審なぞが厳暑の重抵をしてみる麺でハないテ（三上18ウ8）

〈ナイト〉　（「ト」格助詞）

〔藪医者の独語）1

　　　　みた　　　　　　　　　　　　　　かんかう○まぐれ嶺りといふこともないと勘考して（三上18ウ1）
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〔文盲の男→安さん〕1

0それを顎藷にしてff一一一ツもないとことハツたのが（二下12オ5）

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕2

0こんなうまいものハないと思ふヨ（二下1ウ8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ○けしてそんなわけじゃアないとことがらが訳かッたから（二下2オ3＞

〈ナイネエ〉

〔歌妓→平門〕1

　　　て○ぬれ手であわをつかむやうなことはないねへ（二下7ウ4）

〈ナイヨ〉

〔娼妓→茶屋の女中（おはね）〕1
　じんりさしや

○人力車があるからびくvおしでないヨ（二上14オ1）

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1
　こ　もハツこ

○児守子がおときによバれたやうにざまハないヨ（塩払3オ7）

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1
　じつ
○実ハすきのくわのといふだんじゃアないヨ（三下2ウ2）

〈ナシ〉

〔娼妓→茶屋の女中（おはね）〕1
　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんき　　　　　　　　　　　　い
○トいってほかにさんだんのしかたもなし年季もきふにやア入れられないし（二上12

　オ4）

〈ナシト〉　（「ト」格助詞）

〔士→町人〕1

0崩藩重毒にあらざれバ禽薗握異の骨なしとおもふこ・うになったちやテ（二下21ウ

　8）

〈ナシニ〉

〔車夫→仲間（力））1
　　　　　　　　　　　くたう○いさくさなしにはらて着當をきめて（二下14オ3）

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1
　さミせん　　　　　　　　　　　よ
〇三絃なしにうき世ぱなしにでもなると（二下3オ5）

連体形

〈ナイ〉

〔士→町人〕1
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○年齢とてもあやまちはないはつちやが（二下16ウ6）

〔新聞姫きの男→愚助〕1

0警部とも銭爵でおとがめハないものだとおもふやからが（三下15ウ2）

〔娼妓→茶屋の女申（おはね））1

0はたらきのない女郎だとあひそをつかされるのハ（二上10オ7）

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

　　　　　　　　　かた○まだなじミもないお方だから（三下2オ7）

〈ナイカ〉

（士→町人〕i

Oナントたのもしいことてハないか（輩下22オ5）

〔娼妓→茶屋の女中（おはね））2

0あんまりひけうなひとじゃアないか（二上8オ6）

○おはねどんおそくなるとヱい・じゃアないか（二上13ウ8）

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0牟農のお舵手だらうじゃアないか（二字2ウ5）

〔茶店女（ころ）→それしゃあがり〕4

0ずいぶんいけるじゃアないか（三下1ウ8）
　だっそ
○脱走してしまったらうじやアないか（三下4ウ5）
　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　ゆ
○これでおつもりとしよつじやアないか（三下13オ5）

○でもモウそういったからい・じゃアないか（三下13オ6＞

〔それしゃあがり（ひき）→茶店女〕2

0おまへもひらけないことをいふ子じゃアないか（三下2オ2）
　かとぐち　　　　で○門口で出あツたらうじやアないか（三下3ウ2＞

〈ナイノ〉

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

0イエそうでないのサ（三下12オ4）

仮定形

くナケレバ〉

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

0その気でなけれバ笙暢ハ食へないト（三下3ウ7）

〈ナケリヤア＞
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〔職人→仲間〕1
　　ぶ　　　きつ
〇二分の札がなけりやアびんばうゆるぎもできねへからだで（初23オ2＞

〔新聞好きの男→愚助〕1

0藻攣でなけりやア表ハあけねヘヨ（三下14ウ8）

〔西洋好きの男・→客〕1
　か　らう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は

○家老のやうな入でなけりやア平人のロへは這入やせんのサ（＊”　7オ4）

〔野居間（のづ八）→客〕1

0なんでも髭童のお暴屋の藝暑かさもなけりやア面容堀あたりの（初19オ6＞

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0おざしきでなけりやアふたん藩のまsでい・から（二下6オ4＞

（2）ネエ系

終止形

〈ネエ〉

〔職人→仲間）1

0エ・コウおもしろくもねへ（初22オ8）

〔文盲の男→安さん）1

　　　　　　　　　　ばろ○うたをよむの候のこん八じゃアねへ（二下11オ6）

〔馬→牛〕2

0イやそうでねへ（三上6オ11）
○がうのめっしる蒔ハねへ（三上7ウ13）

〈ネエガ〉

〔商法個→商兵衛）2

0繕荊の笑嵩置といふのじやアねへがちつとばかり（三上11ウ2）

○解てほらをふくのじやアねへが是までおいらが見込ンだ嵩窪に（三上12オ7）

〔芝居者→旦那〕1

0そいつ（ありが鋳論曇義孟爺のせりふじゃアねへが艶まちえたる苓轡のおほせ（三

　上17ウ3）

〈ネエカラ〉

〔職人→伸間〕1

0しかたがねへからつツぱへりこんで（初20ウ7）

〔商法個→商兵衛）1
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○大商法ハ藻競しねへじゃアii超莉がねへから去年あめりかの「サンフランシスコ」の

　（三上11ウ6）

〔藪医者の独語）1

0覆を見せる籔盤ハねへからこれハ先生と造叉こzで（三上20ウ6）

〔あくぬけした男→友先生）1
　ぺんたう

○弁当の手あてもねへから大又をさいそくしたら（二上18オ4＞

〔なまけものの男→半ちゃん〕1
　　　　ひと　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ヴ

○おいら一人ほかへあがるのもおもしろくねへから野面であがりこんだところが（初

　10ウ4）

〈ネエケレド〉

〔職人→二間〕1

0平声もそツけもねへけれど講谷とくりやア（初22ウ4）

〈ネエシ〉

〔職人→仲間〕1

0壱舟の菜ハ豊賃ねへし凌があけてからすがかアと嶋きゃア（初23オ1）

〈ネエゼ〉

〔商法個→商兵衛〕1

0毫采へ手を署す蒔じゃアねへぜ（三上10ウ2）

〔文盲の男→安さん〕1

0写声がかうしやくのひき藷にいったがちげへねへぜ（二下10ウ2）

〈ネエト〉　（「ト」格髭海言藁1）

〔新聞姫きの男→愚助）1

0しかし樽蘭の警がねへともいハれねへ（三下16A一　5）

〔文盲の男→安さん〕2

0だから蓮づめほどこわいものハねへと憩講・ヨ（二下12ウ1）

○くげのおとしだねにさうみねへとミんながかんしんしたらう（二下9ウ8）

〔娼妓→茶屋の女中（おはね）〕1

0たるづけができたからモウようハねへといふふうで（二上8ウ3）

〈ネエト〉　（「ト」接続助詞）

（野稽間（のづ八）→客〕1

0こんどハあなたとでもおともでねへと見つかりやアどんなめにあふか（初18ウ6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9



〈ネエヨ〉

〔商法個→半兵衛〕1

0繭花の筋ヒやアねヘヨ（三上12オ6）

〔馬→牛〕1

0くるまをひく身の上じゃアねヘヨ（三上6オ12）

〔茶店女．（ころ〉→それしゃあがり（ひき）〕1

　　　　　　　　　よく○ホンニおひきさんハ欲がねヘヨ（三下12ウ8）

〈ネエワエ〉

〔職人一di｛＊間〕1

0おそれるのじやアねヘハヘトい・が・りやア（初23ウ4）

連体形

〈ネエ〉

（職人→仲間）2

0あの鰍の蜘ほど酪のねへまぬけハ（初2。ウ1）

備蘇とかての鍍瞳ツたことがねへ舅だ（枷3オ5）

〔商法個→商兵衛〕1

0ア・いくちのねへお合ダ（三上12ウ6）

〔なまけものの男→半ちゃん〕1

0かけがへのねへ旧離をとうv艶殺こすらせられたぜ（初13ウ8）

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0それでげいしゃもねへもんだハ子（二下3ウ4）

〈ネエカ〉

〔職人→伸問）1

0干てめへにしたとこがさうじやアねへか（初23ウ6）

〔商法個→商兵衛〕1

0慧に欝ハねへか子（三上gv2）

〔あくぬけした男→友先生〕2

0大わらひのはなしじゃアねへか（二上18オ7）

○なんぞ薪きやうげんのたねになるはなしハねへかと蟹曲しに束ると（二上19オ6）

〔新聞好きの男→愚助〕1

　　　　　　　や○ナントおかしい奴があるもんぢやアねへか子（三下20オ3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　le



使用度数 使用者数

ナイ ネエ 計 ナイ ネエ

未然

A用
I止
A体
ｼ定
ｽ令

1
1
1
2
8
1
5
6

25

P9

1
1
1
4
5
3
4
6

1
8
1
0
6
6

12

W

計 61 44 105 16 13

〔文盲の男→安さん〕3

0ミんながかんしんしたらうじやアねへか（二下10ウ1）

　　　はサ○すぐに針がてるといふからふしぎじゃアねへか（二下IOウ8）

○おそれいったもんじやアねへか（二下12オ8）

〔なまけものの男→半ちゃん〕3

　　　　　で○おいらに出ツぐわせたらうじやアねへか（初10ウ6）

○エ・コウ。い・じゃアねへか。　（初11ウ6＞

○一トばんもか・したことがあるめへじゃアねへか（初12ウ3）

〔馬→牛〕1
　にんげん　　　うま○入間に生れかハるどうりじゃアねへか（三上7ウ7）

〔歌妓→珪土（みのどん）〕1

0まだいsじゃアねへか（風下7ウ6）

〈不エノ〉

〔商法個→商兵衛〕1

0五分もはずれたことのねへのハそこが（三上12オ8）

　　2・一2．形容罰「ない」とrねえ」の否定四三体系

　以上の結，果を整理すると，形容詞「ない」と「ねえ」の実態は第1表のよう

第1嚢　　　　　　　　　　　　になる。ナイは五活用形（古語形ナシは終

　　　　　　　　　　　　　　　　止形のみ），ネエは二活用形である。そこ

　　　　　　　　　　　　　　　　で，終止形と連体形のナイとネエの使用度

　　　　　　　　　　　　　　　数を比較すると，使幣者数との関係からみ

　　　　　　　　　　　　　　　　て，ほぼ同じように使用されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　、そこで，ナイとネエの終止形と連体形は，

　　　　　　　　　　　　　　　　どのように使い分けられているか，あるい

　　　　　　　　　　　　　　　　は，共通した庵法をもっているかどうかを，

　　　　　　　　　　　　　　　　下接語の種類，待遇関係，話し手の位相，

活用体系，の面から考察してみよう。

　2－2－1　外接語の種類

　終傘形と連体形の下等語を整理すると次のよう一になる。

〔終止形の場合〕
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ナイ……ガ・カラ・シ・テ（終）・ト（格）・ネエ・ヨ・（終止用法）

　ナシ……ト（格）・二・（終止用法）

　ネエ……ガ・カラ・ケレド・シ・ゼ・ト（格）・ト（接）・ヨ・ワエ・（終

　　　　　止幣法）

〔連体形の場合〕

　ナイ……カ・ノ・（連体用法）

　ネエ……カ・ノ・（連体用法）

　終止形の場合，ナイは終止用法のほかに7種の下西語がつき，ナシは2種，

ネエは9種の下接語がある。そして，ナシの下四半が少ないのは，この活薦形

の用法が綱限されていることを示すものであろう。連体形の場合は，連体用法

のほかに，ナイは2種，ネエも2種で全く同じである。そこで，終止形の場合

について，その下窩語を比較すると，

（1）ナイ・ナシ・ネエ共通……ト（格）

（II）ナイ・ネエ共通……ガ・カラ・シ・ヨ

（斑）ナイ専用……テ・ネエ

（W）ナシ専門……二

（V）ネエ専用……ケレド・ゼ・ト（接）・ワエ

となる。（1）と（II）の共通の下下語は，格助詞（ト），接続助詞（ガ・カ

ラ・シ），終助詞（ヨ）で，いずれも基本的下接語である。専用の場合につい

てみると，　（頂）ナイ専溺のテは〔士→町人〕，ネエは〔歌妓→箱廻〕へ使用

され，上→下の関係にあり，　（W）ナシ専用の二は（車夫→仲闘〕と〔歌妓→

箱廻〕に簿等か上→下の関係で，　（V）ネ手専用のケレドは〔職人→仲間〕，

ゼは〔商法個→商兵衛〕，ト（接）は〔野欝間→客〕，ワエは〔職人→仲間〕

へ使われ，対等か下→上の関係で，相違がみられる。そこで，話し手と聞き手

との関係について考察してみよう。

　2－2－2　待遇蘭係

　上下の関係が明らかな話し手と聞き手の関係（対等の関係は除く）をみると，

次のようになる。

〔ナイの場合）
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上→下の関係

下→上の関係

〔ナシの場合〕

上→下の関係

〔ネエの場合〕

上→下の関係

下→上の関係

士→町人一ナイ（終止用法）・ナイガ・ナイテ・ナイ（連

　　　　　体用法）・ナイカ

娼妓→茶屋の女中一ナイガ・ナイヨ・ナイ（連体用法）・

　　　　　ナイカ

歌妓→箱廻ニ…ナイト・ナイネエ・ナイヨ・ナイカ

野密間→客一ナイ（終止用法）

士→町人…・ナシト

娼妓→茶屋の女中・…ナシ（終慮用法）

歌妓→箱面一ナシx

娼妓→茶屋の女中一ネエト

歌妓→箱廻…・ネエ（連体用法）

芝居者→旦那・…ネエが

温血間→客・…ネエト

・ネエカ

　ナシは上→下の関係で逆がないが，ナイとネエは上→下の関係でも下→上の

関係でも用いられている。そして，これらのほかの話し手と聞き手とは対等の

関係にある。そこで，ナシの場合は用例数が少いので保留すると，ナイとネエ

の終止形と連体形は，敬意・了寧あるいは軽卑の待遇意識を表わすことはなか

ったものと考えられる。待遇意識を示したのは，デ・ゼ・ワエなどの終助詞と

考えてよいであろう。

　2－2－3　話し手の位：相

　そこで，話し手の，身分・職業・性別との関係をみていくことにしよう。まず，

話し手を性別と身分によって分類すると次のようになる。なお，身分のはっき

りしない人物は〔他〕として扱い，話し手が終止形と連体形を使用していない

場合にはX印をつけた。

〈男〉〔士）1士

　　　〔工〕1　職人

　　　〔商〕2　商人・町人

　　　　　　　　　　　　　　　　13



　　　〔他〕10藪医者・新聞好きの男・あくぬけした男・文盲の男・芝居者

　　　　　　　・野籍問・なまけものの男・馬・車夫・西洋好きの男

〈女〉〔女〕4　娼妓・歌妓・茶店女（ころ）・それしゃあがり（ひき）

　この分類によって，ナイ系とネエ系の使用度数をみると，第2表のようにな

る。終止・連体形は，　〔士〕はナイ・ナシ専用，　〔工）〔商〕はネエ専用であ

って，ここに身分のちがいがあらわれている。

　　　　　繁黛襲

欝
鑑

身分朋使用度数 使用者数 欝
姦士工商他女 士工商他女

未然 ナク

連矯
ナカッ

iク

1
1
1
0

　　　1
@　　1
R　　2　4　1

　　　1
@　　1
P　　　1　4　1

1
1
7

終止

A体
ナイ

24

P5

S

5　　　　7エ2

Q　　　　112

P　　　　1　2

1　　　　44
P　　　　1　4

P　　　　1　2
9
6
4

終止 ナシ

終止

A体
ネエ

25

P9
5　513　2

R　311　2

1　1　82
P　1　5　1

ユ2

W

仮定 ナケレ 6 1　　　3　2 1　　3　2 6

　そこで，　〔他〕と〔女）について，（1）ナイ・ナシ専用，　（II）ネェ専用

（N）ナイ・ナシ・ネエ混用を基準に分類すると，　〔他〕は，

　（1）ナイ・ナシ専用　1　車夫

　（II）ネエ専用　　　　3　芝居者・なまけものの男・馬

　（皿）ナイ・ナシ・ネエ混用　5　藪医者・あくぬけした男・新聞妊きの男

　　　　　　　　　　　　・文盲の男・野奮問

となり，　〔女〕は

　（1）ナイ・ナシ専用　1　それしゃあがり（ひき）

　（田）ナイ・ナシ・ネエ混用　3　娼妓・歌妓・茶店女（ころ）

となる。

　そこで，終比形と連体形を基準として，（A）ナイ・ナシ専用者　（B）ナ

イ・ナシ・ネエ混用者　　（C）ネエ専用者　　（D）終止形・連体形不使用者に
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分けると，

〈男〉

　（A）ナイ・ナシ専用者

　　　　〔士〕士

　　　　〔他〕車夫

　（B）ナイ・ナシ・ネエ混用者

　　　　〔他〕藪医者・あくぬけした男・新聞旧きの男・文盲の男・野三間

　（C）ネエ専用者

　　　　〔工〕職人

　　　　〔商〕商法個

　　　　〔他〕芝居者・なまけものの男・馬

　（D）終止形・連体形の不使爾者

　　　　〔商〕町人

　　　　〔他〕西洋妊きの男

く女〉

　（A）ナイ・ナシ專用者

　　　　〔女〕それしゃあがり（ひき）

　（B）ナイ・ナシ・ネエ混用者

　　　　〔女〕娼妓・歌妓・茶店女（ころ）

とグループ化できる。なお，箪夫は（A）に入るが，ナシ1例による基準で分

類されているので，これを保留すると，男の（A）ナイ・ナシ専用者と（C）

ネエ専用者の間には明らかな身分・職業のちがいがみられ，（B）ナイ・ナシ・

ネエ混用者は，この爾者の中間に位置するものと解釈される。そして，そこに

は教養のちがいもみられる。女は，50才にちかいそれしゃあがりの「ひき」が，

他の若い女との間に使駕差を示している。性別では，女にネエの專用者がみえ

ないが，これは話し手にかたよりがあるためであろうか。

　2－2－4　活用体系

　以上の分類基準によって，人物溺・活用形別にナイ系とネエ系の使用状態を

みると，第3表のようになる。
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第3i襲
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一
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計

身
分
・
職
業

㈲

⑧

◎

⑨

㈹

⑧

性
　
　
別

男

女

　すなわち，全活用体系で比較すると，（A）ナイ系専用者と，ナイ系とネエ系の

共用者で，（B）未然・連用・終止・連体・仮定の五活用形にナイを用い　，しか

も終止・連体形にネエ系を並回するものと，（C）未然・連用・仮定の三活用形が

ナイ系で，終止・連体の二活用形がネエ系で，相補う関係になっている場合と

がある。そして，その違いが，身分や職業の違いをあらわしており，これが明

治初期東京語における存在・指定・状態の否定表現体系である。そして，この

ような言葉の違いが，逆に，封建的身分制を成立させていたものであり，その

存在理由であったと考えられる。
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3．動作の否定表現体系一助動詞の場合一

　動作の否定を表現するには，助動詞「ない」「ねえ」「ぬ」「ん」が用いら

れるが，まず，「ない」と「ねえ」と，「ぬ」と「ん」との場合に分けてその

実態を明らかにし，それから爾者の関係をみることにしよう。

　　3－1．助勧罰「ない」「ねえ」の五心

　助動詞「ない」は連薦形（ナカッ・ナク・ナン），終止形（ナイ），連体形

（ナイ），仮定形（ナケレ）の四活用形があり，長音化した「ねえ」は，終止

形（ネエ〉，連体形（ネエ）の二活用形がある。そこで，（1）ナイ系，（2＞ネエ系

に分け，それぞれを活手形罰・下接語別・人物別にみていくことにしよう。な

お，過去の打消をあらわす「ナンダ」は「ナン」＋「タ」として扱った。

　（1）ナィ系

連用形

〈ナカッタ〉

〔西洋瞬きの男→客〕1

0こんな藩藻なものをなぜいままで殴ハなかったのでごウせう（初7オ1）

〔文盲の男→安さん〕1

0鵡といふものハートつぶもふらなかツた蒔（二下llオ8）

〔芝居者→旦那〕1
　とめかう　　　　　　　　　さミ

○留公とさしで寂しくツてならなかったトおつしやツたを（三上16ウ7）

〔茶店女（ころ）→それしゃあがり（ひき）〕1
　いは
○今までおまへにもはなさなかッたが（三下4ウ2）

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

0まがわるくツてはいられなかったハ子（三下3オ5）

〈ナク〉

　おいらん

〔娼妓→茶麗の女中（おはね）〕1

0搾さんもだれかにしやくちれたと見へて平なくなってしまふし（二上9オ4）

〈ナクッテモ＞
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〔茶店女（ころ）→それしゃあがり〕1

0アレサとめなくツてもい・からサ（三下13オ7）

〈ナンダ〉

〔士→町人〕1

0ハイ撰なぞも契農菌糖象のたちであまり隔養ハせなんだが（二下16オ2）

終止形

〈ナイ〉

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0どふしたらよからうエ・かまハない（二下8オ6）

〔茶店女（ころ）→それしゃあがり）1

0かまハないはなしてしまふからミんなにハないv（三下9オ4）

〈ナイガ〉

　おいらん　「

〔娼妓→茶屋の女中（おはね）〕1

0おまへあうちヘハすまないがあひたいむしんをいって（二上12ウ2）

〔茶店女（ころ）→それしゃあがり〕1

0在漫ハ腕旨いらないが身のまはりをかざツてくる季あてが二十両で（三下6ウ3）

〈ナイカラ〉

〔客→娼妓〕1

0とりこんでみてあハれないからいつれ棊塵蓬たつねるから（二上8ウ7）

〔娼妓→茶屋の女中（おはね））1（注1）

○モウvあんな小うるせへきやくハつとまらないからことハらうかとおもふとたん

　へ（二上9ウ5）

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　みちや○わたりものもきさまないからけいしゃ料理やのためにやアい・けれとも（二下6ウ

　3）

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

0牽くじらのうまいはなしをするのでたべたくッてならないから曇がふって見世をは

　やくはねたばんがたに（三下2ウ8）

〈ナイシ〉

〔娼妓→茶屋の女中（おはね）〕3
　きんツ
○金銀つくであいそをつかされるのハざんねんでならないし。（二上12オ4）
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　ねん　ユ　　　　　　　　　　　　　　い

○年季もきふにやア入れられないし（二上12オ5）

OHlの小づかひにもこまらないしもの日のしまひもしてもちうし（二上12ウ7）

〈ナイト〉（「ト］格助詞）

〔娼妓→茶屋の女中（おはね〉〕2

0まんざらくめんができないといってやったら（二上10オ7）

○なにのめないとエ（二上14rt　6）

〔新造（小の町さん）→娼妓〕1

0てうどいいきれめだからできないといってことハっておしまひなんし（二上11ウ2）

〔骸妓→三廻（みのどん）〕1

0いつまでもうだつハあがらないとおもふから（二下7オ6）

〔それしゃあがり（ひき）→茶店女（ころ）〕1

0その気でなけれバ二二ハ食へないト丙へ最よせてたべたが（三下3ウ7）

〈ナイト〉（「ト」接続助詞）

（wa→髄（みのどん））1

0三日にあげずたべないとなんだかからだのくあひがわるいやうだヨ（二下1ウ4）

〔それしゃあがり（ひき）→：茶店女（ころ））1

　　　　　　　　　　　　　　　　お○はじまりをきいてをちをきかないと気になるハ子（三下8ウ8）

〈ナイナンゾ〉

〔茶店女（ころ）→それしゃあがり（ひき）〕1
　　　　　　まへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へうげり

○おひきさんお前もうしハたべないなんぞとこのあひだ氷月でおい・だツたが（三下

　1ウ6）

〈ナイヨ〉

〔歌妓→三廻（みのどん）〕1

0ゆだんもすきもなりやアしないヨ（二下6オ8）

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

0とうもさきでたべるやうにやアいかないヨ（三下4オ1）

〈ナイワ〉

〔嬉娃→茶屋の女中（おはね））1

0五爾どころか壱分のさんだんもできやアしないハ子（二上10オ4）

〔歌妓→島廻（みのどん）〕1

0どんなにつらいかしれやアしないハ子（二下7オ4＞
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連体形

〈ナイ〉

　おいらん
〔娼妓→茶屋の女中（おはね）〕1

0勧婁にもでられないしまつの麺へ（二．h　9オ5）

〔新造（小の町さん）→娼妓〕1
　とし
○年もいかないわちきの口からしつれいざますけれど（二上llウ3）

〔骸媛→髄（みのどん）〕3

　　　　　　　て○かみほとけへ手があハされないEといちづに思ッてるたが（二下2オ1）
　　　　　ゐ　じん
○ミんなが異人なれないもんだから（二下2オ7）
　たまご
○鶏卵のからがとれもしないおきやアけいしゃのくせをして（二下5ウ7）

〔茶店女（ころ）→それしゃあがり（ひき）〕3
　いっせう
○一生こまらせないやうにしてやる（三下7オ2）（注2）
○冒i象にうまれて竿童労重さきのゑたいもしれない蓬笑なんぞのなぐさミ暢になるの

　ハ（三下7オ6）

○だれもす・めもしないくせに（三下10ウ3）

（それしゃあがり→茶店女（ころ）〕2

0おころさんおまへもひらけないことをいふ子じゃないか（三下2オ2）
　うし
○峯のまだはやらないじぶんかち（三下2・ウ3）

　〈ナイカ〉

　〔町人→牛店の女中〕1

　　　　　　　　　　　なべ　　　に○コレvあねへ（中略）鍋が煮ついたからとりかへてくれないか（心志22ウ5）

　〈ナイジャア〉

　〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0それでもしらないぢやアくやしいと思ふので（L下4オ8）

　〈ナイデ〉　（注3）

　おっ
〔音ちゃんの使い→娼妓）1

0あちゃんのとこから（幅瀕最であひとの睡だから釜がたりないでひよつと

　はちをかくといけないから（二，上9ウ8）　（注4）

　〈ナイノ〉

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕1

0ヤレあのお座敷ヘハでられないのとサ（二下2ウ7）
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〔茶店女（ころ）→それしゃあがり〕2

0それがひらけないのだとす・められると（三下5オ7）
　　　よ○今の燈せかいにゑりもとへっかないのハヤボのゆきどまりで（三下5オ7）

仮定形

くナケレバ〉

〔生文人→平間〕1

0建が由て給ハらなけれバ脳仲略）の藷発笙たちが（梛5オ1）

〔藪医者の独語〕1

0豊野の名冒も隠元だけハおほへなけれバならんが（三上19オ6）

②ネエ系

終止形

〈ネエ〉

〔新聞蜂きの男→客〕1
　でんぷん　　ろぞまり

○伝聞の誤がねへともいハれねへ（三下16オ5）
　なん　　　やく

○何の役にもたちやアしねへ（三下20オ5）

〔あくぬけした男→友先生〕1
　つら
○面でばかりハいろハしねへ（二上18ウ5）

〔なまけものの男→半ちゃん〕2

0三二釜霰蘇にやアil｝られねへ（初11ウ1）

　くミ　　　　　　　め

○組で八十匁ハつづかねへ（初13ウ3）
　の　だい　こ

〔野幣間→客〕1
　ミ
○見かけねへかほだがどうもわからねへ（初19オ8）

〔牛→馬〕1
　　　ざう
○ア・牛のねもでねへ（三上7ウ13＞

〔それしゃあがり（ひき）→茶、店女（ころ）〕1

0うまくい・ましツケへ・ンあきれもしねへ（三下12ウ4）

〈ネエガ〉

〔あくぬけした男→友先生〕1

0そこまでにやアいたらねへがこりやアきっと番捗だヨ（二上16ウ5）

〈不出カフ〉

〔商法偲→商兵衛〕1
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　て　　　ひろ

○手を広げることができねへから（三上11ウ1＞

〔西洋好きの男→客〕1

　　　　わきま　きう　サがく

○究理学を弁へねへからのことでゲス（初7ウ2）

〔あくぬけした男→友先生〕1

0難ふくのさんだんもできねへから畢髪あたまをた・かれてみるのだが（二上15rk　2）

〔文盲の男→安さん〕1

0やまぶきといふ暢ハ艶がさいても嚢がならねへからのことをひきだしたのハ（二下

　12オ7）

〔なまけものの男→半ちゃん）2
　　　　　　　　あひて　　　　　　　　　　　　　しま　　　　　　　　　　　す
○さきがこわがツて相手にしねへから鴫ばらへでも巣をかへやうとおもツてるるのサ

　（初12ウ1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　けへ○おもしろいあそびハできねへからずっと’世界を（初13オ7）

〔芝居者→旦那〕1

　　　　　　　き　　　うヘニ
○しミつたれな樹ハ植込まねへからおのつから（三上13ウ6）

〈ネエケリャア〉

〔商法個→商兵衛〕1
　　　　　　　　　　　　　　　　　けへくハ　　じんぷっ○入曽大きなことをのぞまねへけりやア開化の人物じゃアねヘヨ（三上12」e　6）

〈ネエゼ〉

〔あくぬけした男→友先生〕1

0暢知りだのといハれてうるさくってならねへぜ（二上19ウ3）

〈ネエダ（ロウ）〉

〔職人→伸間（松）〕1

0酒を見かけちやアにげられねへだらう（初20ウ7＞

〈ネエト〉　（「ト」格助詞）

〔馬→牛〕1

0すべてせうあるものハそれv禽暴萎をせにやアならねへとある発笙がおっしゃつ

　たのを（三上7ウ2）

〈ネエト〉　（「ト」接続助詞）

〔商法個→商兵衛〕1
　　　　　かう　ぺ　　　　い　　　　　　　　　　　ニト　　　　　　　　　　　　　か

○おいらア神戸へ行かねへと愛でいくらも買ふのだけれど（三上10ウ6）

〔それしゃあが1）（ひき）→茶店女（ころ）〕1
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　わっ　　　　　　　ミなミむまミち
○私ちがみねへと南馬道のぬけうらあたりへそれられたり（三下12ウ6）

〈ネエヨ〉

〔商法個→商兵衛〕2

　　　　　うし　や○はじめての集店なンぞヘハめったにはいらねヘヨ（三上8ウ2）
　　　　ふべんけう
○そんな不勉強じゃアもうからねヘヨ（三上12ウ5）

〔薪聞好きの男→愚子）1
　ようがく　　　　　　　　よ○洋学でなけりやア夜（あけねヘヨ（三下14ウ8）

〔なまけものの勇→半ちゃん〕1
　　　　　　とも　　よん　ヨやつら
○彼等ハどうも友を呼でならねヘヨ（初13ウ5）

〈ネエワ〉

〔文盲の男→安さん〕よ
　ぴやくしサう

○百姓のむすめでもばかにやアならねヘハサ（二下エ2オ6）

連体形

〈ネエ〉

〔職人→仲間（松）〕1
　　ぷ　　　おつ
〇二分の札がなけO・やアびんばうゆるぎもできねへからだで（初23オ3）

〔商法個→商兵衛〕4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうぎう　　　く　　　　　　　　　　　　ふるくき　　　　か○いくら噛ンでもちぎれねへ古臭くなツた老牛を食ハせられたので（三上9オ3）
　　　　　　　　か　　　　こ○ばっとしねへうち買イ込むのだぜ（三上10ウ5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　そん　うま
○佳くいけバーしほのおなぐさミだがまつ損ハしねへっもリサ（三上11ウ3）
　　　　い　 せ　カつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんせう　　　な

○火六や僧勢勝なんぞにもおとらねへ身生に成ツて（三一と12A一　3）

〔西洋好きの男→客〕2

　　　　　　　　にくけく　　　　　やつ　ら○ひらけねへ奴等が肉食をすりゃア（初7オ8）

○ヤレ判れるのとわからねへ爵慈をいふのは（初7ウ1）

〔芝贋者→旦那〕1

0三町ながら欝り暢ハしねへなかで（三上14オ2）

〔落語家→若旦那〕4

0エモシひらけねへ手あひじやアごぜへせんか（三上28オ6）

　　　　　　　　　　　　　　で　し　　　　　　　　　まへかたありんと　おうも

○私もしかにならねへ前方有人の弟子ぶんになりやして（三上24ウ8）

○嵩座の箭で誼りもしねへくせに慧賃をきいたり（三上25オ4）

　　　　　　　　　　　　　　はう　わか
○若だんなもあんまりあがらねへ方だから（三上25オ8）
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〔落語家→隼店の女中〕1
　だ　　　　　　　　　　　が　き

○気がきかねへ少女ダ（三上22ウ7）

〔野幣間→客〕1
　ほり　　　　　　　　ミ

○堀じゃア見かけねへかほだが（初19オ7）

〔牛→馬〕1

0うまれてものこ・うがつくかっかねへうちに（三上6オ8）

〔馬→牛〕2

0ひさしくあハねへうちてめヘハたいそうしゆつせして（三上6オ2）

○まだにんげんがひらけねへところがら（三上6ウ5）

〈ネエカ〉

〔商法個→商兵衛〕2

　　　　　　　か○どうだおめへ買ハねへか（三上9ウ7）
　　　　　　あかがね　　　　か
○それよりハ赤銅を買ッて見ねへか（三上三〇ウ3）

〔唐物屋の番頭→車夫〕1

0大いそきて川はたまでやらねへか（二下13オ7）

〔あくぬけした男→友先生〕1

0ヲやおめへへべらい先生をしらねへか（L上17ウ8）

〔なまけものの男→半ちゃん〕1
　ミのへねや　　　　　　ぞうしゅ　　きゃく

○甲子屋のしん造衆が客のくるかこねへかを（初13オ5）

〈ネエジャア〉

〔商法個→商兵衛〕2

0髪で耗暢を藷椿に罰碁ねへじゃア（三上9ウ5）

○嫡法ハ鰍しねへじゃア笑絢がねヘカ・らに上11ウ6）

〔落語家→若旦那〕
　なん　　　　ぎう

○何でも牛をやらねへじゃアすこやかにやアいきやせん（三上23オ2）

〈ネエデ〉

〔商法個→商兵衛〕2
　　　ことなれ　　　　　　 ちよちう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はん　ま

○イや事馴ねへで下女なんぞがからツきし半闘で（三上8ウ7）
　カの　　　　　て　　　つけ

○替りに手を付ねへでかんぢゃうをして（三上9オ5）

〈ネエノ〉

〔西洋好きの男→客〕1
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○翻へ手が答されねへのヤ磯れるのと（初7ウ1）

〔新聞好きの男→愚助〕2

0斐子守でいふから撰さねへのもむべなりv（三下エ4オ6）

○茜藻のはなしなぞハできねへのサ（三下20オ7）

　　3－2　動動罰「ない」「ねえ」の否定嚢現体系

　以上の結果を整理すると，第4表のよう

になる。終止形と連体形のナイとネエは，

使用者数からみて終止形のナイの使用度数

が高いほかはほぼ同じように使用されてい

る。そこで，ナイとネエの終止形と連体形

がどのように使い分けられているか，また，

共通した用法をもっているかどうか考察し

てみよう。

鰭4褒

使用度数 使用者数

ナイ ネエ 計 ナイ ネエ

来然

A馬
I止
A体
ｼ定
ｽ令

8
2
3
1
8
2

27

R0

8
5
0
4
8
2

7
6
7
2

12

P2

計 51 57 108 12 14

　3－2－1　下接語の種類

　まず，終止形と連体形の下接譲についてみると，次のようになる。

〔終止形の場合〕

　ナイ……ガ・カラ・シ・ト（格）・ト（接）・ナンゾ・ヨ・ワ・（終止驚法）

　ネエ……ガ・カラ・ケリャア・ゼ・ダ・ト（格）・ト（接）・ヨ・ワ・（終

　　　　　止用法）

〔連体形の場合）

　ナイ……カ・ジャア・デ・ノ・（連体嗣法ン

　ネエ……カ・ジャア・デ・ノ・（連体用法）

　終止形の場合は，終止用法のほか，ナイは8種の下接語がつき，ネエは9種

が下接する。違体形の揚合は4種が下接して，全く同じである。そこで，終止

形の場合の下接語を比較すると，

（1）ナイ・ネエ共通……ガ・カラ・ト（格）・ト（接）・ヨ・ワ

（II）ナイ専用……シ・ナンゾ
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（田）ネエ専用……ケリャア・ゼ・ダ

となる。すなわち，共通は6種，ナイ専用は2種，ネエ専用は3種である。そ

して，ナイ・ネエ共通の下接語は，格助詞（ト），接続助詞（ガ・カラ・ト），

終助詞（ヨ・ワ）で，いずれも基本的な宮島語である。連体形もいずれも同じ

下之語で基本的下接語である。専用の中では，ケリャアは今日用いられなくな

ったもので，ナイケレバがネエケリャアと音変化したものである。ナイ系には

ナケレバが使用されているので比較すると，ナケレバは〔生文人→仲闘〕〔藪

医者の独語）で用いられ，ネエケリァアは〔商法個→幸兵衛〕の関係で使って

おり，話し手の職業と教養の差があらわれている。

　3－2－2．待遇関係

　そこで，話し手と聞き手との関係をみると，上下関係の明らかなのは，

〔ナイの場合）

上→下の関係

下→上の関係

〔ネエの場合〕

上→下の関係

下→上の関係

おいらん

娼妓→茶屋の女中　ナイガ・ナイカラ・ナイシ・ナイト・

　　　　　　　　ナイワ・ナイ（連体用法）

新造→娼妓　ナイト・ナイ（連体用法）

落藷家→牛店の女中　ネエ（連体用法）

芝居者→旦那　ネエカラ・ネエ（連体罵法）

落語家→若旦那　ネエジャア・ネエ（連体用法）

野比間→客　ネエ（終止用法）・ネエ（連体用法）

の通りで，ナイ系もネエ系も，いずれも上→下，下→上の関係で用いられてい

る。したがって，終止形・連体形において，ナイとネエとは待遇を示すことは

なかったものと考えられる。

　3－2－3．話し手の位相

　そこで，話し手の身分・職業・性別との関係をみてみよう。宿直楽園』の

話し手を性別と士農工商の身分の明らかな人と，その他に分けてみると次のよ

うになる。

〈男〉　〔工）1　職人

　　　〔商）3　町人・商法個・唐物屋の番頭
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　　　〔他）12新聞妊きの男・あくぬけした男・西洋好きの男・芝居者・落

　　　　　　　語家・野幕間・文盲の男・なまけものの男・牛・馬門生文人・

　　　　　　　籔医者轡印は終止・連体形を使干していない）

〈女〉　〔女〕5　嬉鍍・新造・駿娃・それしゃあがり（ひき）・茶塘女（ころ）

このグループにしたがって使屠度数をみると，第5表のようになる。

　　　　　第5褻

身分溺使用度数 身分別使用者数篭
獲 士工商他女 士工商他山

驚
姦

連用

ナカツ

i　ク

i　ン
5
2
1

　　　3　2

@　　　2
P

　　　3　2

@　　　2
P

5
2
1

終止

A体
ナ　イ

22

P5
　22
P　　14

　　5
P　　　5 5

6終止

A体
ネ　エ

27

R0
1　519　2
P　1118

1　1　9　1

P　2　9

12

P2

仮定 ナケレ 2 2 2 2

　すなわち，助動詞の終止形・連体形において〔士〕は使用していないので，

〔工〕〔他〕がネエ七十で，〔商）　〔女〕がナイ・ネエ共鰐である。なお，　〔商〕

のナイ使用者は町人でネエを使用しておらず，　「いずれかの大藩の公用方」で

あった武士と話している人物で，　〔商〕とはいえ商法個とは比較にならない大

商人のようである。この人物を別（注6）とすれば，〔工〕〔商）がネエ専用とな

り，形容詞の場合と同様に，〔士）と（工〕〔商〕とでは身分差がことばに反映

しているものと考えられる。いいかえれば，ナイとネエは，待遇をあらわすので

はなく，話し手の身分を表わすものと考えられる。　〔女〕は，それしゃあがり

（ひき）がナイ・ネエ共用で，ほかの娼妓・新造・歌妓・茶店女（ころ）はナ

イ専用である。

　そこで，終止形・連体形を基準として（A）ナイ専用者　（B）ナイ・ネエ

共用者　　（C）ネエ専用者　　（D）終止形・連体形を使用していない人　に命

けると次のようになる。

＜男＞
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（A）ナィ専驚者

　　〔簡〕町人

（B）ナイ・ネエ共用者

　　　（なし）

（C）ネエ専用者

　　〔工〕職入

　　〔商〕商法個・唐物屋の番頭

　　〔他〕あくぬけした男・新聞好きの男・西洋好きの男・文盲の男・芝居者・

　　　　　落語家・野手間・なまけものの男・牛・馬

（D）終止形・連体形を使用しない入

　　〔士〕士

　　〔他〕生文人・藪医者

く女〉

（A）ナイ専用者

　　〔女）娼妓・新造・歌妓・茶店女（ころ）

（B）ナイ・ネエ共用者

　　〔女〕それしゃあがり（ひき）

　この基準によってナイとネエの使用者をグループ化すると，その実態は第6

表のようになる。

　すなわち，終止形と連体形は，男はネエ，女はナイが圧倒的で，男女差が明

確にあらわれている。また，男は，〔士〕および教養入の（D）が終止形・連

体形を使用していない点が注目される。

　3－2－4　活用体系

　なお，活用体系からみると，男は（A）ナイ系の町入と，　（C）ナイ系（未

然・連用・仮定）とネエ系（終止・連体）の絹補う体系とがあり，女は，（A）

ナイ系と，（B）ナイ系（連用・終止・連体）とネエ系（終止）との混用系が

ある。

　そこで，岡じ否定をあらわす助動詞「ぬ」　「ん」について見てみることにし

よう。
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6嚢

性 身
分

活
稽

ナナナ
J　クン
c

ナ
イ

ネ
エ ナ

乞

別

・
職
業

　　　形

bし手

連
薦
形

終連
~体
`形

終回
~体
`形

仮
定
形

〈A）
町　　　　　人 1

職　　　　　人 1　1
嘗　一　一　一　扉　｝　“　9　胃　曽　曹　．　唱　噛　一　7　，　甲　騨　需　騨　．　■　層 階　曹　曹　，　鴨　胃　“　願　喩　曽　一　曽　7 嘗　　幽　畠　　幽　　闇　　，　　，　　， ’　　曽　　・　　魯

商　　法　　側 5　10

唐物屋の番頭 1

一　　r　一　　”　　r　一　　騨　　一　　営　　一　卿　　幽　　闇　需　F　　盟　　暫　卿　　一　　一　　．　　一　　一　　虚 雫　騨　［　　曽　　曹　　”　　暫　　幽　　曹　　曜　一　　▼　　「 一　　，　　鳳　　腰　　噛　　一　　営　　F 幽　　P　　”　　胃　　曾　　曹　　■　　畠

あくぬけした男 4　1

薪聞好きの男 3　2

西洋好きの男 1 1　3
（C） 文　盲　の　男 1 2

男 芝　　居　　者 1 1　1

落　　語　　家 6

野　　轡　　間
｝

1　1

なまけものの男 5　1
牛 1　1
馬 1　2

士 1

α））

生　　文　　人 1

藪　　医　　考 1

媚　　　　　妓 1 8　1

女
㈹

薪　　　　　謡

ﾌ　　　　　妓

1　1

U　4

茶店女（ころ） 1　1 3　5
（B） それしゃあがり（ひき） 1 4　2 2

　　3－3　助鋤翻r罐」　『ん」の爽懇

　助動詞「ぬ」は連用形（ズ），終此形（ヌ），連体形（ヌ），仮定形（ネ）

の四活溺形があり，　「ん」は終止形（ン），連体形（ン）の二活用形がある。

ただ，rぬ」ザん」は常体と敬体とで用いられるので，〔常体）（1）ヌ系，（2）ン系，

〔敬体）（3）マセヌ系，（4）マセン系，㈲ヤセン系，（6）セシ系に分けてみていくこ

とにする。なお，「こうせん」は「ごぜえせん」の省略形と考え，「セン系」に
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扱った。

　ωヌ系

連用形

〈ズ〉

〔士→町人〕2

0そのかたちの大きい；j〈さいに宋蘭孫かるい量いもとんちゃくなく（工下17ウ1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆうげい　かみつむぎ　　　　わざ
○紡綾のエ燃すこしもこ・うえずうたじゃうるりやをどりなどの遊藝のミをこのんで

　（月下18オ8）
　げいしゃ

〔歌妓→箱廻（みのどん）〕2
　　　　　　　　　　　　　　ゆルロ○しまひまでまんぞくにハひけず夕がすミも（二下3ウ1）』

〇三Hにあげずたべないとなんだかからだのくあひがわるいやうだヨ（二下iウ4）

〈ズト〉

〔それしゃあがり→茶店女（ころ）〕1

0まアよさずとい・からあとをおはなしヨ（三下8ウ7）

〈ズニ〉

〔士→町人〕1
　きんくノとうてつ　　せいミつ　　わりあひ　　　し　　　　　　　てっせんどうせんい　　　まぜ

○金銀銅鉄の精密な比例も知らずに鉄呑気銭入レ棄て（二下17オ6）

〔町人→士）2
　にくしょく

○肉食ハけがれるものとおぼへましてとんと用ひすにをりましたが（二下16オ8）
○冒i蒙へ（わたらずにすミましたと見へますテ（二下16ウ3）

〔あくぬけした男→友先生〕1

0コレサぼんやりしずにモウいつぺゑやらかしねへ（二上19ウ6）

〔：文盲の男→安さん〕1

　　　　　はな　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　ぺ　
○由ぶきの花をぼんへのせて持ツてきてものもいハずに出すと（属下12オ1）

〔車夫吟同僚（力）〕2

0ねもきめずにすくにのせたハ（二下13オ8）

　　　　　　　　ね○とこもしかずに寝てしまったが（二下15オ2）

終止形

〈ヌガ〉

〔生文人→仲間〕1
　　　　　つきあひ　　　　　　やむ　　　え　　　　　あ　す　　　　たま
○それハ偶の附合だから止を得ぬが明摂ハ（初26オ6＞
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〈ヌテ〉

〔士→町人〕1

0そのま・にハすておかれぬテ（二下17ウ5）

連体形

〈ヌ〉

〔生文人→仲間〕1

0嘉応ヘハ出ぬこと・きめたが（初24オ7）

〈ヌデ〉

〔士→町人〕1
　　　　ひと　て
○やがて人手かたらぬでこまるやうになるであらう（二下21オ6）

〈ヌモ〉

〔士→町人〕1

0舞薗の曇罹を知らぬもふじゆうで（二下21ウ4）

仮定形

〈ニヤア〉

〔藪医者の独語〕

○すくンでばかりおらにやアならん（三上19ウ2）

〔馬→牛〕1

0それv働墨萎をせにやアならねへとある発笙がおっしゃったのを（三上7ウ2）

〈ネバ〉

〔士→町人〕1
　　　　　　　ぐ　あひ
〇三日用ひねバ工合がわるいやうちやから（二下16オ4）

　（2）ン系

終止形

くン〉

〔生文人→仲問〕1
　こヨ　　　　　あし

○愛にも足をとめるEがならん（初26オ6）

〔藪医者の独語）2

0すくンでばかりおらにやアならん（三上19ウ3）

○ぢ・むさい三栄なぞを薫饒かへしにハしておられん（三上21ウ4）

〈ンガ＞
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〔藪医者の独語〕1

0藻藁の明円も二元だけハおぽへなけれバならんが髪くひそらして（三上19オ6）

〈ンカラ〉

〔生文人→仲間〕1
　さん　ぶくつもレ　　　　さんする　　　　　　　　そくせき〇三帳封の山水を即席にした・めンけれバならんからチトつきあひハはっすじゃが

　（初26オ8）

〔藪医者の独語〕1
　すぐ　　　　　　　　　　　　だんかう　　　だっそう
○直に脱走もきめられんから談合して見たところが（三上18ウ4）

〈ンケレバ〉

〔生文人→仲間）1
　さんぶくつい　　 さんする　　　モくせき

〇三幅繋の山水を即席にした・めンけれバならんから（初26オ8）

〔藪医者の独語〕1

0あやうい捲も護らんけれバまぐれ轄りといふこともない（三上18オ8）

連体彗・

〈ン〉

〔生文：人→仲閥〕1
　　　　のミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざうてん

○なにか呑たらんやうじやによって牛店ときめたハ（初26ウ2）

〈ンカ〉

〔鄙武士→牛店の女中〕2
　をな　ご　ちよつと　こ

○女子一寸来ンか（初15オ7）
　なま　やつこい　　　　　　やちめへ
○生の和味のをいま一皿くれンカ（初14ウ6＞

　（3）マセヌ系

終止形

〈マセヌ〉

〔町人→士〕2
　たか　　　　　　やす　　　　　　　わ　　　　　　　　　け○貴いやら順いやら條理がわかりませぬ（二下19ウ8＞

○春本競でなくてハ羨があけませぬ（二下22ウ1）

〈マセヌガ〉

〔町入→士〕2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たうなつ

　やらの（二下16ウ1）
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（注6）

0此藤をおぽへましたらわすられませぬが當夏の三二に萬ましたりンテルポーストと



○おなじわりにハまみりませぬが至潅の搾羅藷職の季蘭も（二下20オ7）

〈マセヌテ〉

〔町人→士〕1

0さほどにこまるはつハござりませぬテ（二下20ウ1）

　（4）マセン系

終止形

　〈マセン〉

〔牛店の上申→商法個〕1

0昆薦ハござりません（三上9オ1）

〈マセンカラ〉

〔芝居者→旦那〕1

0混醸ハ鰯べゑありませんから翠濁の：鼻罷が見へやすめへ（三上17オ4）

〈マセンゼ〉

〔芝居者→旦那〕1

　　　　　　　　　あご○おいらんのむかふ膿ハいハせませんぜ（三上17オ8）

〔野旧聞→客〕1

　　　　　　　　　　かた○ミやうりのわるいお方ハごぜへませんぜ（初19ウ7）

連体形

〈マセンカ〉

〔芝居者→旦那〕1

0い・おもひつきじゃアごぜへませんか（三上13オ6）

　（5）ヤセン系

終止形

〈ヤセン〉

〔西洋好きの男→客〕2

　　　　　もミち
○ぱたんや紅葉ハくへやせん（初6ウ8）

○童でも曇が降ツたり業が漿ので径莱ができやせん（初9オ5）

〔芝居者→旦那〕2
　にんげん　　はら　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

○入間ハ腹がよくなくツちやア人ハつかはれやせん（三上14オ1）
　うご
○動きやアとれやせん（三上14オ8）
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　〔落語家→若旦那〕3
　　ぎう
○牛をやらねへじゃアすごやかにやアいきやせん（三上23オ2）

　　かう　ざ

　○高座でどんなにかしやべりい・かしれやせん（三上23ウ3）
　　よ　せき
’○夜席がつとまt）やせん（三上23ウ5）

　〈ヤセンガ〉

　〔芝居者→旦那〕1
　　　　　　　　かほ　　　　　　　　　　　　　　　あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このごろ○おめへさんのお顔だからしかたも有やせんが此頃（（三上17オ4）

　〔落語家→若旦那〕1

0￥のあたま総論づけへ・ござり輝んが雛から（三上23ウ・）

　〈ヤセンヨ〉

　〔心事間→客〕1

　0どんなめにあふかしれやせんヨ（初18ウ6）

連体形

　〈ヤセンカ〉

　〔芝居者→旦那）2
　　けんぶつ　　　はら

○見物の腹をゑくつやしたじやアごぜへせんか（三上ユ4ウ2）

　　　　　　　たいしぞう
○ナントすごい大将じゃアごぜへやせんか（三上14オ7）

　〔車夫→客〕1

0旦那浅くさまて帰り車へおめしなせへやせんか（二三ユ3ウ7）

　〈ヤセンノ〉

　〔西洋好きの男→客〕1

　　　　　　　は○平人の口へは這入やせんのサ（初7オ5）

　　（6）セン系

　終止形

　〈セン〉

　〔西洋好きの男→客〕1

0モシ茜難にやアそんなことAごウせん（初7ウ4）

　（芝居者→旦那〕1
　　ご　ぷ　　　す

〇五分も透きやアごぜへせん（三上14ウ4＞

　〈センゼ＞
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〔野軒間→客〕1

0ありゃアた・“ものじゃアごぜへせんぜ（初19オ5）

連体形

〈センカ〉

〔西洋好きの男→客〕1
　そら　　　　　かぜ　　　　　　　　　　　　　　く　ふう　　　めう

○空から風をもつてくる工風ハ妙じゃアこうせんか（初8オ1）

〔落語家→若旦那〕2

0エモシひらけねへ手あひじやアごぜへせんか（三上23オ6）

　　　　さいニ
○くぎりの飯をしめるとしゃせうじやアごぜへせんか（三上25オ8）

〔野韓燗→客〕1
　ゆうヨやうへん

○柳橋辺でおうかれすぢじゃアごぜへせんか（初16ウ3）

　　3－4　rぬ」　「ん」の否定褻現体系

　以上の結果を整理すると，第7表のようになる。

　　　　　　　　第7褻

使 用　度　数 使 用　者　数

常　体 敬　　　体 常　体 敬　　　体

マ　セ　ヤ　セ マ　マ　ヤ　セ
ヌ　ン セ　　　　セ ヌ　ン セ　セ　セ

ヌ　ン　ン　ン ヌ　ン　ン　ン

未然
連溺 12 7

終止 2　8 5　4　10　3 2　2 1　3　4　3
連体 3　3 1　　4　4 2　2 1　3　3
仮定 3 3

命令

計 20　11 5　5　14　7 10　3 1　3　5　4

　常体ではヌが四活用形，ンが二活用形，敬体ではマセヌが一活用形，マセン，

ヤセン，センがそれぞれ二活用形であるg終止形と連体形の使用度数は，使用

者数が少ないので明確ではないが，ヌ系よリン系の方が常体も敬体も優勢なよ

うである。
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　3－4－1　下接語の種類

　終止形と連体形の下接語は，整理すると次のようになる。

〔終止形の場合〕

　ヌ……ガ（接）・テ（終）

　ン……ガ・カラ（接）・ケレバ（接）・（終止用法）

　マセヌ……ガ・テ・（終止用法）

　マセン……カラ・ゼ・（終止用法）

　ヤセン……ガ・ヨ・（終止用法）

　セン……ゼ・（終止用法）

〔連体形の場合〕

　ヌ　……デ（接）・モ（係）・（連体用法）

　ン………カ・（連体用法）

　マセヌ……　〈なし〉

　マセン……カ

　ヤセン……カ。ノ

　セン　・…・・力

　下接語の種類は，このように終止形が一一・twか二種か三種，連体形が一種か二

種で，きわめて少ない。これは，ヌ・ンの用法が限定されていることを示すも

のであろう。

　3－4－2　待遇関係

　そこで，終止形と連体形の話し手と聞き手の関係をみると，上下関係が明ら

かなのは次の通りである。

〔ヌの場合〕

　上→下の関係　　士→町人　　ヌテ・ヌデ・ヌモ

〔ンの場合〕

　上→下の関係　　郷武士→牛店の女中　　ンカ

（マセヌの場合）

　下→上の関係　　町人→士　　マセヌ・マセヌガ・マセヌテ

〔マセンの場合〕
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下→上の関係

〔ヤセンの場合〕

下→上の関係

〔センの場合〕

下→上の関係

芝居者→旦那　　マセンカラ・マセンゼ・マセンカ

野二二→客　　マセンゼ

牛店の女中→商法偲　　マセン

車夫→客　　ヤセンカ

芝：居者→旦那　　ヤセンガ・ヤセンカ

落語家→若旦那　ヤセン・ヤセンが

野轄問→客　　ヤセ：ンヨ

芝居者→旦那　　セン

落語家→若」楠那　センカ

野三間→客　　センゼ・センカ

　すなわち，常体はヌもンも上→下の関係，敬体のマセヌ・マセン・ヤセン・

センはいつれも下→上の関係にある。したがって，ヌ・ンとマセヌ・マセン・

ヤセン・センとは互に栢反する待遇関係にあったものと考えられる。

　3－4－3．話し手の位相

　そこで，身分・職業・性別の明らかな人とその他の人に分けてみると，次の

ようになる。なお，巌印は，終止形・連体形を使穏していないことを示す。

〈男〉　〔士〕2　士・榔武士

　　　〔商〕1　町人

　　　〔他〕9　生文人・藪医者・西洋好きの男・芝居者・落語家・野婿閲・

　　　　　　　車夫・※あくぬけした男メ文盲の男門馬

　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　ホ〈女〉　〔女〕3　牛店の女中・歌妓・それしゃあがり（ひき）

　このグループにしたがって使用度数をみると，第8表のようになる。

　すなわち，終止形・連体形についてみると，　〔士〕はヌ系とン系を使用し，

〔商）はマセヌ系を用い，　〔他〕はヌ・ン・マセン・ヤセン・セン系を使い，

〔女〕はマセン系を使用している。したがって，　〔士）　〔商〕　〔女〕には，た

がいに共通するものがなく，身分・職業・性別による使い分けがみられる。し

かし，連用形は〔士〕　（商〕　〔女）および〔他）のいずれも共通してヌ系のズ
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第8嚢

身分別使用度数 身分別使用者数 篶
叢

篶
叢士工商雪女 士工商他女

未
然
、
　
　
一 ズ

12 3　　　2　4　3 2　　　1　3　2 7常
　
　
　
体

終止

A体
ヌ 2
3

1　　　　　1

Q　　　　　1

1　　　　1

P　　　　1 2
2終止

A体
ン 6
2

　　　8
Q　　　　　1

　　　2
P　　　　1 2

2終止

A体

宅
ヌ

5 5 1 1

終止

A体

宅
ン 2

1

3　1

P

2　1

P 3
1

敬
　
　
　
　
　
体

終止

A体

霊
ン 6

3

10

S 4
3

4
．
3終止

A体
婁 3

2
3
4

3
3

3
3常

体
仮定

ｽ令
ネ

3 1　　　　　2 1　　　　2 3

を用いており，仮定形には〔士〕（他〕でヌ系のネと，ネバの融合形ニャアとを

用いている。

　そこで，　〔他〕の終止形・連体形の使用者を，〔士〕　〔商〕　〔女〕の否定語を

基準として，　（1）ヌ・ン使用（II）マセヌ専用　　（m）マセン専用　（IV）

ヤセン・セン使用　に分けてみると，　〔他〕は，

　（1）ヌ・ン使用　　　　2　生文入・藪医者

　（ff）マセヌ専用　　　0

　（m）マセン専用　　　　0

　（N）ヤセン・セン使用　5　芝居者・落語家・野饗間・車夫・西洋娃きの男

となる。

　そこで，終止形・連体形を基準として，　（A）ヌ・ン使用者　　（B）マセヌ

専用者　（C）マセン専用者　（D）ヤセン・セン使用者　（E）終止形・連
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体形の不使用者　に分けると，

〈男〉

　（A）ヌ・ン使用者

　　　〔士〕士・榔武士

　　　〔他ン生文人・藪医者

　（B）マセヌ専用者

　　　〔商〕町入

　（D）ヤセン・セン使用者

　　　〔他〕芝居者・落語家・野三間・車夫・西洋好きの男

　（E）終止形・連体形の不使用者

　　　〔他〕あくぬけした男・文盲の男・馬

〈女〉

　（C）マセン専用者

　　　〔女〕牛店の女中

　（E）終止形・連体形の不使用者

　　　〔女〕歌妓・それしゃあがり

とグループ化できる。そして，男は（A）（B）（D）で，明らかな身分差が

みられる。女は使用者が少なく明らかでない。

　3－4－4　活用体系

　そこで，以上のグループを基準として，人物別・港用形別に，ヌ・ン・マセ

ヌ・マセン・ヤセン・センの使用状態をみると，次の第9表のようになる。

　すなわち，全活用体系で比較すると，（A）に属する武士と教養人は，ヌと

ンの常体だけを用い，中でも壬はヌ系だけである。（B）の町人は常体の連矯

形と敬体の終止形マセヌを使用し，（D）に属する人は連用形が常体で，終止

形・連体形は敬体のマセン・ヤセン・センのン系である。（A）（B）（D）

のグループの間には明確な使い分けがみられる。

　また，　（D）のグループは終止形・連体形がいずれも敬体である点が注目さ

れる。なぜなら，これらの待遇は，いずれも下→上であって，上→下，対等の

関係がみられないからである。そこで，助動詞ナイ・ネエの用法と比較して動

　　　　　　　　　　　　　　　　39・



作の否定表現体系を考察してみることにしよう。

　鯖9褻
常　　　　体 敬　　　　　体 常体

ズ ヌ　　　ン マセヌ マセ’ ヤセ’　セン ネ

未連
R矯

終回
~体

終連
~体

終回
Pと体

終連終連
~体止体

終連
~体

仮命
阯ﾟ

㈹
　士
ｿ　　武　　士
ｶ　　文　　入

M　　医　　者

3 1　2

P　1
　2
R　1
T

（3＞

町　　　　　人 2 5

男

（D＞

芝　　居　　者

氏@　語　　家

?　　轄　　間
ﾔ　　　　　夫

ｼ洋好きの男

2

2　1

P

3　2

S
1
　
1
2
　
1

1
　
2
1
　
1
1
　
1⑧

あくぬけした男

ｶ　盲　の　男

@罵
1
1

1

（C）

牛店の女中 1

女
㈹

歌　　　　　妓

ｻれしゃあがり 2
王計　　　　　　　12 2　3 8　3 5 4　1 10　4 3　4 3

　3－5　助鋤調「ないj　rねえ」と「融」　「ん」との麗懸

3－5－1　下郎語の種類

終止形と連体形の下弾語を比較すると次のようになる。

ナイ　　12　ガ（接）・カラ（接）・シ・ト（格）“ト（接）・ナンゾ・ヨ・

　　　　　ワ・カ・ジヤア・デ（接）・ノ

ネエ　　13　ガ（接）・カラ（接）・ケリヤア（接）・ゼ・ダ・ト（格）・

　　　　　ト（接）・ヨ・ワ・カ・ジャア・デ（接）・ノ

ヌ　　　4　ガ（接）・テ（終〉・デ（接）・モ

ン　　4ガ（接）・カラ（接）・ケレバ（接）・カ

マセヌ　2　ガ（接）・テ（終〉

マセン　3　カラ（接）・ゼ・ヵ

ヤセン　4　ガ（接）・ヨ・カ・ノ
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　セン　　　2　ゼ・力

　下接語の種類からみると，ナイ・ネエは下接語の種類が多く，ヌ・ン・マセ

ヌ・マセン・ヤセン・センは種類がきわめて少ない。

　3－5－2　待遇関係

　待遇．関係をみると，

　上→下の関係　　ナイ・ネエ・ヌ・ン

　下→上の関係　　ナイ・ネエ・マセヌ・マセン・ヤセン・セン

となり，ナイ・ネエは上→下にも下→上にも用いられ，待遇の範囲が広い。

　3－5－3　話し手の位稲

　話し手の位相を比較すると，，身分・職業・性別の明らかな話し手は，

　癒　　ヌ・ン

　エ　　ネエ

　商　　ナイ・ネエ・マセヌ

　女ナイ・ネエ・マセン

となり，　〔士〕　〔工〕　〔商〕　〔女〕に話し手の位相による使い分けが崩ちかで

ある。そこで，終止形と連体形のナイ・ネエ系の使用者と，ヌ・ン・マセヌ・

マセン・ヤセン・セン系の使用者とを，どちらか専用・共用の基準で分類する

と，次のようになる。

〈男〉

（A）ヌ・ン専用者

（B）ナイ・マセヌ共用者

（C）ネエとヌ・ンの敬体共用者

（D）ヤセンの使用考

（E）ネエ専用者

〔士〕士・都武士〔他〕生文人・藪医

者

〔商〕町入

〔他〕芝居者・落語家・野幕聞・西洋好

きの男

〔他〕車夫

〔工〕職人（商3商法偲・唐物屋の番頭

〔他）あくぬけした男・栽聞好きの男・

文盲の男・なまけものの男・牛・馬

〈女〉
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第10褻

性
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男 ⑰ 車　　　　　夫 2 1
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､　　法　　個 1
5

1
1
0唐物屡の番頭 1

あくぬけした男 1 4 1

㈹ 新聞好きの男 3 2
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なまけものの男

@　牛
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1
1

1
1
2

1
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㈱ 牛店の女中 ユ

計 125　2　1 28541032227 33　　144143◎ 3　2
1

42



　（F）ナイ専用者　　　　　　　　娼妓・新造・歌妓・茶店女（ころ）

　（G）ナイ・ネエ專用者　　　　それしゃあがり（ひき）

　（H）マセンの使用者　　　　　　牛店の女中

　それぞれにグルーープ化された話し手は，（A）ヌ・ン使用の士族と知識入のグ

ループ，（E）ネエ使用の〔工〕〔商〕に代表されるグループ，　（F）ナイ使

薦の女のグループなど，身分・職業・性別のちがいを反映している。そして，

これが『面訴三論』にみられる明治初期東京語の動作の否定表現体系である。

これを表承すると第10表のようになる。そして，このような身分・職業・性別

と否定語との対応が，封建的社会制度と密接にかかわっており，そこに，この

動作の否定表現体系の存在理由とその必然性があらわれている。

4．まとめ

　明治初期東京語の否定表現体系は，以上考察してきたように，形容詞によっ

て否定される「存在・指定・状態」の否定表現体系と，助動詞によって否定さ

れる「動作」の否定表現体系には，大きな違いのあることが明らかになった。

（1）存在・指定・状態の否定は，ナイ系とネ日系によって行われ，　（A）ナ

イ専用，（B）ナイ・ネエ共幣，（C）ネエ専用の三つのグループがあり，話し

手の身分・職業・性別のちがいを反映している。第3表参照。

（2）動作の否定は，ナイ・ネエ・ヌ・ン・マセヌ・マセン・ヤセン・センに

よって行われ，男は（A）ヌ・ン専用と，（B）（C）（D）のヌ・ンの敬体

とナイあるいはネエを用いるグループと，　（E）ネエ専用に大別され，女は，

（F）ナイ専幣と，　（G）ナイ・ネエ共用，（H）マセン使屠に分けられる。

そして，身分・職業・性別のちがいを反映している。第6，9，IO表参照。

（3）存在・指定・状態の否定は，ナイが士族階級に用いられたが，動作の否

定は，ヌ・ンが士族に用いられた。ナイは形容詞と助動詞とで，語形は同じで

あるが，その使驚者層に大きなへだたりがあった。

（4）以上から，形容詞のナイ・ネエと，助動騨のナイ・率工・ヌ・ン・マセヌ

マセン・ヤセン・センなどの否定語は，，身分・職業・性別と密接にむすびつい

ており，どの否定語を用いるかによって，その話し手の身分・職業・性別を判
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別することができる。これは福沢諭吉が［IN藩情」において指摘した中津藩の

身分によることばの違いと合致する。

（5）このような身分・職業・性別による使い分けは，封建制を維持し，相手

の身分を知るために，必要欠くべからざるものの一つであったと考えられる。

そして，その中でも，士族とその他との間の匿別が明確に行われていたようで

ある（注8）。

　明治初期は江戸末期の表現体系をうけついでいた時期で，しだいに今日の蓑

現体系へと再構成される。その過程が東京語の成立過程であり，今後の課題で

ある。

（注1）この用例は娼妓の引用で，客の身分が明確でないので，3－2－1以下の分

　　　析では除いた。

（注2）「やうに」は助動詞とせず，「やう」を名詞に扱った。

（注3）「ナイデ」は，　「デ」を連体形接続の接続助詞として扱った。岩淵悦太郎ほ

　　　か編ご岩波国語辞典　第二版』参照。

（注4）この用例は引用で，話し手のことばのままかどうか明確でないので，3－2

　　　－1以下の分析から除いた。

（注5）この用例は，鵬めん亭の善公と広小路の一庭が使者に来たときの川上の引用。

（注6）三田村鳶魚著ざ江戸っ子』（15ぺ）によると，江戸の市街地では，どの町で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえもち　　　　　　　　　　ち　かり　　　たながり
　　　もそこに住んでいる人を分けると，地主（家持町人），地借，店借があり，

　　　店借には表店と裏店とがあったという。ここの晦人は，地主に属しているの

　　　ではないかと思われる。

（注7）「やうじや」は，「やう」を名詞に扱った。（注2）参照。

（注8）身分・職業・性別によることばの使い分けは，指定表現体系や，人称代名詞

　　　にもみられる。

　　　飛田良文「明治初期東京語の指定表現体剰　（『方書研究の問題点』所収・

　　　　　昭和45年刊・明治書院）参照。

　　　飛田良文「明治初期作品の敬語」　（『敬語講座9　明治大正時代の敬語』所

　　　　　収・昭和49年刊・明治書院）参照。

　　　鈴木英夫「謬安愚楽鍋」の語法」（共立女子大学短期大学部文科紀要雛7号・

　　　　　昭秘8年）


